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タ
イ
に
は
、
産
後
の
肥
立
ち
を
よ
く
す
る
た

め
の
民
間
療
法
が
あ
る
。
弱
っ
た
身
体
を
回
復

す
る
た
め
の
ハ
ー
ブ
療
法
だ
。
ハ
ー
ブ
を
煮
立

て
香
り
の
蒸
気
の
傍
で
静
養
す
る
と
い
う
も
の
。

冷
え
を
防
ぎ
、
血
行
を
よ
く
し
て
新
陳
代
謝
を

促
す
。
本
来
は
、
ハ
ー
ブ
を
煮
立
て
る
火
の
傍

で
療
養
す
る
た
め
、タ
イ
語
で「
ユ
ー
フ
ァ
イ（
火

の
そ
ば
に
い
る
）」
と
い
う
。
産
後
は
数
日
間
、

こ
の
ハ
ー
ブ
療
法
で
心
身
を
癒
す
。

　

東
京
都
内
で
タ
イ
古
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
店
を

開
い
て
い
る
ノ
イ
さ
ん
は
、
タ
イ
東
北
部
ウ
ド

ン
タ
ニ
ー
出
身
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
だ
。
ノ
イ
さ

ん
が
故
郷
で
体
験
し
た
ユ
ー
フ
ァ
イ
の
話
を

伺
っ
た
。

「
４
人
産
ん
だ
け
ど
、
出
産
に
は
毎
回
二
十
四
時

間
以
上
か
か
っ
て
ね
」と
い
う
。初
産
は
タ
イ
で
、

二
人
目
か
ら
は
日
本
で
出
産
し
た
そ
う
だ
。「
日

本
で
は
、
看
護
師
さ
ん
が
何
人
も
つ
い
て
、「
が

ん
ば
っ
て
」
と
い
っ
て
く
れ
た
か
ら
安
心
し
て

産
め
た
け
ど
、
最
初
の
出
産
の
と
き
は
、
と
て

も
不
安
だ
っ
た
の
よ
」

　

ノ
イ
さ
ん
の
最
初
の
お
産
は
、
今
か
ら
三
十

年
ほ
ど
前
。
ウ
ド
ン
タ
ニ
ー
の
病
院
で
出
産
し

た
。「
病
室
は
ね
、
わ
た
し
の
隣
か
ら
妊
婦
の
寝

て
い
る
ベ
ッ
ト
が
ず
ー
っ
と
何
台
も
並
ん
で
る

の
。
入
院
し
た
の
が
４
月
３
日
で
ソ
ン
ク
ラ
ー

ン
（
タ
イ
の
正
月
）
が
近
い
か
ら
か
、
看
護
師

さ
ん
が
少
な
く
て
。
初
め
て
だ
か
ら
何
も
わ
か

ら
ず
心
細
い
し
、
痛
く
て
耐
え
ら
れ
な
い
し
、

切
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
先
生
に
言
っ
た
け
ど
、

初
産
だ
か
ら
時
間
が
か
か
る
、
我
慢
し
て
っ
て

い
わ
れ
て
ね
。
母
は
心
配
し
て
、
病
院
の
庭
に

あ
る
精
霊
を
祭
っ
た
祠
に
行
っ
て
祈
っ
た
の
よ
。

娘
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
早
く
無
事
に
元
気
な

赤
ち
ゃ
ん
を
生
ま
せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
っ

て
」

　

ノ
イ
さ
ん
は
、
翌
日
の
昼
前
に
無
事
出
産
し
、

二
日
後
に
退
院
し
て
実
家
に
戻
る
。
そ
の
次
の

日
か
ら
は
、
昔
な
が
ら
の
産
後
療
法
ユ
ー
フ
ァ

イ
で
療
養
し
た
と
い
う
。

タ
イ
東
北
地
方
の
民
間
療
法

ハーブで癒す
タイの伝統産後療法
遠い昔から伝わる人々の知恵

産後の肥立ちを良くする療法をうかがいました

特集

 上：メコン川沿いにある東北タイの農村。川の
対岸はラオス。下：自宅の浴室で簡易ハーブサ
ウナを利用するバンコクの産後の女性。電気鍋
で煮たハーブの蒸気の中で毎日１時間ほど過ご
す。左頁上：レモングラスと薬草バイナー。タ
イでは、古くから伝わる薬効のある植物を「サ
ムンプライ」と呼ぶ。産後療法のユーファイも、
サムンプライを使った療法のひとつ。

写真・文　沙智



　

ノ
イ
さ
ん
の
実
家
は
病
院
か
ら
十
キ
ロ
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
る
農
家
。
バ
ナ
ナ
や
マ
ン
ゴ
ー

や
コ
ブ
ミ
カ
ン
、
ビ
ン
ロ
ウ
な
ど
の
樹
木
が
茂

る
中
に
、
高
床
式
の
木
造
家
屋
が
建
っ
て
い
る
。

薬
草
も
い
ろ
い
ろ
庭
で
栽
培
し
、
便
秘
や
発
熱

な
ど
症
状
に
合
わ
せ
て
摘
ん
で
使
う
。
産
後
療

法
も
庭
の
薬
草
を
使
っ
た
も
の
だ
。

　

近
所
の
人
が
や
っ
て
き
て
、
屋
根
つ
き
の

広
々
と
し
た
涼
し
い
バ
ル
コ
ニ
ー
に
、
ユ
ー

フ
ァ
イ
の
準
備
を
し
て
く
れ
る
。
バ
ナ
ナ
の
木

の
厚
い
樹
皮
で
囲
炉
裏
の
よ
う
な
四
角
い
箱
枠

を
作
り
、
そ
の
中
に
土
を
敷
き
詰
め
る
。
焚
き

木
を
数
本
置
い
て
火
を
起
こ
す
の
だ
。
や
か
ん

に
飲
料
用
の
水
、
一
斗
缶
に
沐
浴
用
の
水
を
入

れ
て
火
に
掛
け
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
と
バ
イ
ナ
ー

と
い
う
薬
草
を
入
れ
る
。
湯
が
沸
い
て
く
る
と
、

辺
り
に
清
涼
感
の
あ
る
い
い
香
り
が
漂
う
。
ノ

イ
さ
ん
は
そ
の
傍
に
横
に
な
り
、
ハ
ー
ブ
の
香

り
の
中
で
十
日
間
静
養
し
た
の
だ
っ
た
。

「
寝
て
る
の
は
楽
で
い
い
け
ど
。
４
月
よ
。
タ

イ
で
一
番
暑
い
時
期
。
い
つ
も
は
涼
し
い
日
陰

も
、
傍
に
火
が
あ
れ
ば
暑
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら

ね
、
木
が
燃
え
尽
き
る
と
ほ
っ
と
す
る
の
。
で

も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ま
た
だ
れ
か
が
焚
き
木

を
持
っ
て
き
て
火
を
つ
け
る
。
あ
、
太
い
木
を

持
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
、
と
う
ん
ざ
り
。
４
月
７

日
か
ら
は
じ
め
て
、
８
日
、
９
日
、
そ
の
先
は

も
う
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
よ
。
通
り
で
水
を
掛
け
合
っ

て
る
の
が
見
え
る
の
よ
。
う
ら
や
ま
し
か
っ
た

わ
ー
」
と
笑
う
。
扇
い
だ
り
す
る
と
、
見
張
っ

て
る
母
親
に
「
汗
を
か
い
て
毒
を
出
す
の
よ
」

と
し
か
ら
れ
て
、
と
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
う
。

　

ユ
ー
フ
ァ
イ
は
産
後
を
無
事
に
乗
り
切
る
た

め
の
お
ま
じ
な
い
で
も
あ
る
。
病
を
も
た
ら
す

悪
霊
も
薬
草
バ
イ
ナ
ー
の
香
り
が
あ
る
と
家
に

は
近
寄
れ
な
い
。

　
「
う
ち
に
は
い
つ
も
バ
イ
ナ
ー
が
生
え
て
い
る

の
。
他
の
家
に
は
生
え
な
い
の
に
。
だ
か
ら
母

は
元
気
で
い
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
、

古
い
信
仰
だ
け
ど
ね
」
と
い
う
。

　

伝
統
療
法
ユ
ー
フ
ァ
イ
は
、
今
で
は
数
種
類

の
ハ
ー
ブ
を
合
わ
せ
現
代
風
に
「
簡
易
ハ
ー
ブ

サ
ウ
ナ
」
の
キ
ッ
ト
に
な
っ
て
市
販
さ
れ
、
自

然
派
志
向
の
産
後
の
女
性
た
ち
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

昔
な
が
ら
の
産
後
ケ
ア

　今年は 2 月 12 日が中国の春節。小さい頃はこの

時期になると祖母の家での集まりが我が家恒例の行

事だった。

　春節料理といえば、実家の東北地区では水餃子が

メインだが、それぞれの家庭味の餃子の他にもご馳

走がたくさんある。かまどに置かれた直径 1 ｍ以上

もある鉄の大鍋から次から次へと料理が出てくる。

保存のきくものは大小の藤かごに入れて、私たち子

供の手が届かない天井の高く、油煙で黒く染められ

た台所の太い梁につるされていく。部屋中にお正月

のにぎやかな香りが漂う。

　偏食だった私は揚げ大根団子に目がなくて、それ

は私にとっての年越し餃子前のスペシャルなおやつ

だった。お肉は入っていない素朴な味をしている大

根団子は、揚げたては香ばしく、外はサクサク中は

ふんわり、冷めても柔らかい。翌日の朝食に白いお

かゆとの相性も抜群だ。大人になってあらためてお

酒のお供にももってこいの逸品だと納得できた。

　今年の正月休みは、新型コロナのため自宅にいる

時間が長かったので、初めて作ってみた。懐かしい

味に近づけるためまた挑戦したいと思う。

第２回　中国大連

春節のおやつ　大根団子

〈作り方〉

大根を細千切りにし、沸騰した水で軽く茹でる。水を切り、

冷めたらよく絞って、短く切る。卵 1 ～ 2 個、ネギ・しょ

うが少々、塩・小麦粉・片栗粉を適宜混ぜ、柔らかい団子

になるよう整えて、180 度の油できつね色に揚げる。

　文　リュウ

おやつものがたり

amdaimic スタッフの

故郷の春節料理、大根団子。素朴な味でやみつ
きになる。肉は入れなくても、満足する一品。



医療通訳の現場から

AMDAIMIC通信
文 ・ 佐藤琴恵

　先日、医療通訳に関するフォーラムに参加した。テーマは、

通訳者が現地に出向く同行通訳と、電話やＺＯＯＭなどネッ

ト通信を使った遠隔通訳についてであった。フォーラムでは、

それぞれのメリットとデメリットを理解し、状況に応じて使

い分けることが理想であるということが話し合われた。

　同行通訳のメリットは、患者、医師などの医療従事者、通

訳者それぞれが反応をその場で確認しながら話を進められる

点にある。内容が複雑であったり深刻である場合でも、通訳

者は、現場の環境や状況を把握し、意思の疎通がはかれてい

るかを細かく確認しながら対応できる。

　しかし、デメリットもある。同行通訳にかかるコストだ。

特に大きな病院を受診する場合は、受付から会計終了まで時

間がかかる。通訳の実働時間が少ないわりに、通訳者を長時

間拘束することになるからだ。また通訳者の確保が難しいこ

ともある。特に希少言語の場合、通訳者が地域にいるかどう

かが問題になってくる。

　その点、遠隔通訳の場合は、地域を限定することなく通訳

者を探せるし、コストも節約できる。しかし、複雑な状況に

おいては、映像を使っても、同行通訳のように対応すること

は難しい。また、医療従事者側においては、通信環境の整備

や機器の操作に慣れる必要があることから、次から次へと患

者を診察をしていくような忙しい医療現場では、接続や操作

の作業すら煩わしく感じられるだろう。ここが遠隔通訳の普

及が進まない大きな要因と思われる。

　フォーラムでは触れられなかったが、医療通訳の財源の問

題は重要な課題である。特に同行通訳の派遣は各地域の国際

交流関連団体が主体となっていることが多く、たとえ派遣体

制が整っている自治体であっても、高い専門性が要求される

分野にも関わらず通訳者への報酬が実務に見合っているとい

えないのが現状である。ＡＭＤＡ国際医療情報センターにも

派遣通訳の問い合わせをときどきいただくが、派遣の際の財

源はどこから出るのかということにまで思いを馳せていただ

くには程遠い現状に直面する。

同行通訳と遠隔通訳

言葉の壁を越えるために

　当センターでは、相談者に医療機関の情報を提供する前に、

その都度医療機関に問い合わせている。外国人患者の診療が

可能かどうかを確認するのだが、外国語に対応できないこと

を理由に断わる医療機関は少なくない。日本語ができる者の

付き添いがあればという条件が付くこともある。つらい体調

であるにもかかわらず、言葉の壁のために、遠くの医療機関

まで足を運ばなければならないというのは好ましくない。

　日本に滞在・居住する外国人が、日本人と同様に医療が受

けられるようにするのが当センターの信条である。本来は、

同行通訳が理想だろう。だが、地理的に通訳者が見つからな

いなど様々な理由で遠隔通訳しか選択できないこともあるだ

ろう。そのような場合のセーフティーネットとして、当セン

ターが役に立てればと思う。

外科・内科・整形外科・肛

門科・泌尿器科・血液透析

センター・療養病床・回復

期リバビリテーション・訪

問看護ステーション

東京都町田市南町田 2-1-47
http://www.machida-keisen.com/ TEL 042-795-1668

平日　　午前 9:15 〜 12:00   　　
　　　　午後 2:00 〜 5:00  
土曜日　午前 9:15 〜午後 1:00  
休診日　水、日、祝日

神奈川県大和市西鶴間 3-5-6-110
http://5884-international-clinic.com TEL 046-263-1380

小田急江の島線鶴間駅徒歩４分

Kobayashi International Clinic
小林国際クリニック
消化器科・外科・小児科

小林國際医院

表紙写真：インド　マハーバリプラム

〈協力のお願い〉

AMDA 国際医療情報センターは、みなさまからの会費と寄付により運

営され、外国人と医療をつなぐ活動をしています。会費及び寄付金を

募っています。ぜひ、ご協力お願い致します。（尚、当センターの運営は、

AMDA（本部岡山）とは別会計です）

賛助会員　年会費（１年度は４月１日〜３月 31 日）

団体　１口　20,000 円／個人　１口 6,000 円／学生　１口 2,000 円／

ジュニア（中学生以下）　１口 1,000 円

団体、個人会員は半年ずつの分納が可能です。初年度のみ 10 月以降

に加入される場合は、個人は 3,000 円、団体は 10,000 円でご入会いた

だけます。
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旧町谷原病院PAX INTRANTIBUS
SALUS EXEUNTIBUS

町田慶泉病院
医療法人社団　慶泉会


